


























































































































けの学習絵本(Leveled Readers, 略称 LR)と外国語としての英語学習者用段階的読み物








































































 以上のように、読書クラブの活動は ELE 教育における読書活動に応用可能であるが、
López Rodríguez (2009)が指摘しているように、参加者には一定レベル以上のスペイン語運
用能力が必要であると思われる。他方、母語話者の子供向け読書活動であるアニマシオン







つ estrategias の多くは大学生向きであるかもしれない。近年特に第二外国語としての ELE
教育ではアクティビティを取りいれた授業の試みが注目されつつある。アクティビティ的性格


























第 IV 巻には読解能力を養うための 22 のアイデアが掲載されているが、ヨーロッパ共通参照
枠の参照レベル別に分類すると、B1 レベルのアクティビティは 4 例、B2 レベルは 13 例、C1
レベルは 5 例であった。 
また、セルバンテス・バーチャルセンターのネット版 DidactiRed で同じ調査をしたところ、
2010 年 11 月 28 日時点でアイデアは 74 例登録されていた。2004 年 4 月からアクティビティ
のレベルは共通参照レベルで表されているがその計 19 例のレベル内訳は、A1…2 例、A2
…2 例、B1…4 例、B2…6 例、C1…4 例である。また、共通参照レベルが導入される以前の
2000 年 3 月から 2004 年 3 月までの登録アクティビティについては想定するレベルの内訳が
Inicial（Acceso(=A1)または Plataforma(=A2))レベル…5 例、Intermedio（Umbral(=B1))レベル
…10 例、Avanzado（＝B2）レベル…20 例、Superior(Dominio(=C1))レベル…21 例であった。
レベル表記が 2004 年 3 月を境に変わっているため、計算方法に若干の問題を残すものの、
51
結果の概略を示すと、ネット版の DidactiRed では読解能力向上のためのアクティビティのア
イデア 74 例中、A レベル(A1+A2)…9 例、B1 レベル…14 例、B2 レベル…26 例、C1 レベル
…25 例ということになる。 




以上の事実を前にすると、本稿の 1．3．3．で読書クラブ活動の ELE 教育への応用を考え























































年目 90 分×5 コマ×30 回=13500 分=225 時間）から想定して、セルバンテス協会の試算に








































語を母語とする児童向けの学習絵本(Leveled Readers, 略称 LR)と外国語としてのスペイン
語学習者向けの段階的読み物（Graded Readers, 略称 GR）である。 
英語のLR, GRに相当するスペイン語はそれぞれLecturas niveladasとLecturas graduadas 
である。日本とは異なり、ヨーロッパやアメリカでは若年層対象のスペイン語教育が実施され









とができるペーパーバックがあるが、スペイン語の Lectruas graduadas の場合、数十ページ
に達する本が多く、幼児向け LR のページ数程度の分量の GR をさがすのは容易なことでは
ない。 
近年出版された Lecturas graduadas にはヨーロッパ共通参照枠準拠を謳い文句にしてい









認できる。現時点で多読活動の中に音声教材を取りいれる予定はないが、CD や DVD の有
効利用については今後の課題としたい。 
多読活動に使用する各図書の情報整理については出版社のカタログやホームページを




本の表紙にレベル別のカラーシールを貼ってある。Lecturas niveladas については 3 歳から 5
歳向けの本とそれ以上の年齢向けの本との二種類に分けて、シール内に対象年齢を表す






大学の予算で購入したスペイン語の多読用図書は 2010 年度後期の時点で計 63 冊であ
る。多読活動をスタートするための冊数としてはかなり少ないが、日本で購入するスペイン語









ーの Lecturas niveladas の図書を揃える必要があると思われる。それでも、ペーパーバック主
体の英語の多読図書に比べて 1 冊あたりのコストが相当かかるため、スペイン語の多読図書
が充実するまではしばらく時間がかかりそうである。6) 






















































1)  日本で関係する組織としては、つくば言語技術教育研究所や NPO 日本アニマシオン
協会など。各団体の活動の概要は巻末 URL アドレスを参照のこと。 
2)  López Rodríguez (2009:67-68)を参照。 
3)  宮浦(2010：159-160)の活動報告英語部門 3.4. 「「英語をすらすら読もう」英語多読の
すすめ」を参照。 
4)  スペインのセルバンテス協会の試算（巻末講座資料を参照）によると、スペイン語と言語 
的にかけ離れた日本語のような言語の母語話者がスペイン語の学習を始める場合は
A1 レベルから C1 レベルまで到達するのに 600 時間かかるとされている。A1、A2、B1 の
各レベルをクリアするのにかかる時間はそれぞれ 60 時間、90 時間、120 時間と推定され
ている。そこで単純に数字を当てはめてみると、愛知県立大学でスペイン語を専攻する







後半から B1 の初めぐらいと多少のばらつきがあると見込んでいる。 
参考までに、スペイン語と類似した言語の母語話者がスペイン語を学習する場合、A1
レベルから C1 レベルに到達するのに 450 時間程度かかると推定されている。 
5)  スペインの出版社の例を挙げると、SGEL社の Colección Juvenil.es シリーズ(11歳以上), 
Edelsa社のColección “Aventuras para 3”シリーズ(11歳から14歳、A1レベル), Difusión
社の Serie Aventura Joven シリーズ(11 歳から 15 歳、A1-A2 レベル), Edinumen 社の
Lectura Gominola シリーズ(8 歳から 10 歳、もしくは 10 歳から 12 歳)などがある。 
6)  英語とスペイン語の本の価格差を調べたく思い、事務方の協力を得て簡単な調査をし
た。昨年度のデータであるが、英語の本の購入は一冊あたり平均 713 円かかっていた。 
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La enseñanza para mejorar la competencia de la comprensión lectora  
--- un reto para una actividad de lectura intensiva de español --- 
Departamento de Estudios Hispánicos de la Facultad de Estudios Extranjeros 
EZAWA Terumi 
(Resumen) 
Este artículo es un informe sobre una actividad de lectura intensiva de español que hemos 
llevado a cabo en la Universidad Provincial de Aichi, y al mismo tiempo un estudio de la enseñanza 
para mejorar la competencia de la comprensión lectora de los alumnos de E/LE en Japón. 
Muchos de los alumnos japoneses no emplean mucho tiempo en leer libros escritos en español, 
así que su falta de comprensión lectora es un problema grande en la enseñanza de E/LE en Japón.  
Tratamos de buscar casos anteriores de actividades de lectura intensiva de español en alguna 
academia o universidad de nuestro país en vano, y posteriormente hicimos una investigación sobre 
ejemplos anteriores en el mundo pedagógico de1 inglés en Japón, actividades de animación a la 
lectura, clubes de lectura, así como cursos de comprensión lectora dentro del ámbito de E/LE.  
Finalmente hemos diseñado y puesto en práctica actividades de lectura intensiva de español 
teniendo en cuenta las experiencias anteriores en inglés de nuestra Universidad, pero las situaciones 
de la enseñanza de estas dos lenguas en Japón son tan diferentes que hemos tenido que adaptar 
nuestra primera actividad. Es natural que las actividades en inglés estén más adelantadas que las de 
español, pero nos hemos planteado un reto algo original para el mejoramiento de la competencia de 
la comprensión lectora de los alumnos japoneses.  
